
(1) 昭和49年8月10 日 

町 の 人 口 

(6 月末日現在） 

4, 258人 

4, 746人 

9, 004人 

2, 748世帯 

男
 
女
 

総人口 

世帯数 

簾
 

【
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り
 

と
 

じ
 

て
 
保
 
存
 
し
 

て
 
下
 
さ
 

い。 

赤
池
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
が
発
足
 

赤
池
町
同
和
教
育
推
進
の
た
め
五
月
 

二
十
七
日
に
協
議
会
が
発
足
さ
れ
ま
し
 

た。 
こ
の
会
の
目
的
は
日
本
国
憲
法
、
教
 

育
基
本
法
の
精
神
及
び
同
和
対
策
事
業
 

特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
同
和
問
題
の
 

本
質
と
実
態
を
把
握
し
、
正
し
い
認
識
 

と
理
解
を
徹
底
さ
せ
、
全
町
民
が
差
別
 

な
く
相
互
に
人
権
を
尊
重
す
る
風
土
を
 

譲
成
し
、
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
 

同
和
問
題
を
根
本
的
に
解
決
し
、
も
っ
 

と
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
 

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
足
 

し
た
も
の
で
す
。
 

赤
池
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
の
役
 

員
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
き
ま
り
ま
し
た
。
 

赤池町同和教育推進協議会総会開催される 

《町民会館において》 

め
 

同

和

教

育

推

進

協

議

会

役

員

 

会
 

長
 
池
永
 
輝
昭
 

町
長
 

副
 
会
 
長
 
井
上
牛
之
助
 

議
長
 

ク ク 

椿
原
 

誠
 

助
役
 

川
上
 
大
吉
 

教
育
委
員
長
 

” 

小
松
 

徹
 

解
放
同
盟
赤
池
連
協
会
長
 

事

務

局

長

 
荒
木
 
利
雄
 
教
育
長
 

事
務
局
次
長
 
木
村
 

光
 

幹 

ク ク 

企
画
室
長
 

長
谷
川
久
丸
 

教
育
委
員
会
事
務
長
 

清
原
 
繁
夫
 公

民
館
長
 

事
 
太
田
 
達
彦
 
収
入
役
 

十
時
 

募
 
副
議
長
 

池
田
 

勝
 

総
務
委
員
長
 

小
松
 
政
清
 

産
建
委
員
艮
 

山
下
 
次
男
 

厚
生
委
員
長
 

内
田
 
波
夫
 教

育
委
員
 

山
尾
 
繁
夫
 

ク 

加
治
 

馨
 

β 

早
麻
秋
四
郎
 

社
会
教
育
委
員
 

定
宗
 
美
義
 

伊
川
 
重
彦
 

阿
部
 
貫
一
 

"
 

ガ
 

ク 

受
野
龍
次
郎
 民

生
委
員
 

田
中
貴
美
男
 

赤
池
中
学
校
 

幹
 

事
 
小
林
 

稔
 

赤
池
中
学
校
 

土
田
 
利
雄
 

市
場
小
学
校
 

仲
島
 
利
昭
 

ク
 

植
高
 

薫
 

上
野
小
学
校
 

仲
村
 
次
雄
 

ク 

（
プ
ロ
ツ
ク
支
所
長
代
表
）
 

世
良
 
光
章
 
上
野
“
 

坂
元
 

武
 
市
場
“
 

長
谷
川
文
雄
 
赤
池
ガ
 

興
椙
 

勇
 
中
尾
4
 

（
地
区
公
民
館
代
表
）
 

田
島
 
俊
夫
 
上
野
ガ
 

立
花
 
杉
夫
 
市
場
ガ
 

藤
田
 
徳
松
 
赤
池
ガ
 

岩
城
 
辰
美
 
中
尾
“
 

藤
村
 
昇
男
 

上
野
P
T
A
代
表
 

亀
谷
佐
木
忠
 

市
場
P
T
A
代
表
 

坂
元
 
重
正
 

赤
池
中
P
T
A
代
表
 

中
村
 
千
鶴
 
婦
人
会
 

長
谷
川
 
浩
 
青
年
会
 

木
村
 
由
夫
 
老
人
会
 

小
松
千
太
郎
 解

放
同
盟
 

小
松
 
信
彦
 

“ 

浦
田
 
鷹
彦
 

ク 

浦
田
 
秀
雄
 

ク
 

大
池
国
四
郎
 

“ 

（
②
面
へ
つ
づ
く
）
 



 (2）ー 

幹 

か ‘、 け あ
 

報
 

広
 

け
 

い
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

~(3 ) 

事
 
下
田
 
昭
市
 

労
働
団
体
代
表
 

池
田
 

福
雄
 

” 

高
林
 
義
明
 

子
供
会
育
成
会
代
表
 

安
武
 
憲
次
 

保
育
所
代
表
 

内
田
 

栄
 

商
工
会
代
表
 

池
田
甲
子
生
 

行
政
職
総
務
課
長
 

松
尾
 
重
男
 

ガ 

民
生
課
長
 

山
本
 

親
 

ル 

産
業
振
興
課
長
 

池
永
 
久
夫
 

ク
 

建
設
課
長
 

世
良
 
英
治
 

ル 

税
務
課
長
 

松
岡
 

進
 

ク
 

水
道
課
長
 

近
藤
 
利
春
 

ク 

議
会
事
務
局
長
 

日
野
貴
美
男
 

ク
 

企
画
課
長
補
佐
 

森
 

正
則
 

ガ 

病
院
事
務
長
 

黒
土
 
武
夫
 

ク 

老
人
ホ
ー
ム
荘
長
 

秋
野
菜
の
栽
培
 

【
は
く
さ
い
・
だ
い
こ
ん
】
 

良
質
の
も
の
を
、
多
収
さ
せ
る
た
め
 

に
は
、
生
育
に
そ
っ
た
管
理
を
す
る
こ
 

と
が
大
切
で
す
。
 

ー
白
 
菜
ー
 

H
 
生
育
初
期
 

初
芽
よ
り
一
本
立
ま
で
、
約
三
〇
日
 

間
で
展
開
葉
八
枚
内
外
、
吸
収
根
深
さ
 

十
五
セ
ン
チ
鯛
、
広
さ
六
〇
竺
平
方
に
 

達
す
る
。
生
育
緩
慢
だ
が
水
分
不
足
、
 

肥
料
不
足
は
以
後
の
生
育
、
収
量
が
悪
 

く
、
ス
タ
ー
ト
で
つ
ま
づ
く
こ
と
に
な
 

る。 
こ
の
期
間
、
ウ
ィ
ル
ス
病
に
感
染
し
 

や
す
い
時
期
で
あ
り
、
ァ
ブ
ラ
ム
シ
の
 

防
除
が
必
要
で
す
。
 

国
 
生
育
中
期
 

一
本
立
ち
よ
り
結
球
ま
で
の
三
O
日
 

間
展
開
葉
、
二
十
八
枚
内
外
、
吸
収
根
 

は
百
竺
平
方
に
達
し
結
球
へ
の
準
備
が
 

完
了
し
ま
す
。
生
育
は
急
に
進
み
、
追
 

‘

ー

ー

 

ー
 

ー
 

国
土
利
用
 

計
画
法
に
つ
い
て
 

国
土
利
用
計
画
法
は
昭
和
四
十
九
年
 

六
月
二
十
五
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
の
 

で
、
昭
和
四
十
九
年
六
月
二
十
六
日
よ
 

り
国
土
庁
が
発
足
さ
れ
．
国
土
利
用
計
 

画
に
つ
い
て
法
律
施
行
準
備
が
進
め
ら
 

れ
て
お
り
ま
す
。
 

国
土
利
用
計
画
法
は
一
般
国
民
に
関
 

係
す
る
法
律
で
す
か
ら
、
法
案
の
要
綱
 

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

な
お
、
法
律
の
施
行
は
公
布
さ
れ
て
 

か
ら
六
ケ
月
後
に
施
行
さ
れ
ま
す
の
で
 

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
二
十
四
日
と
な
 

り
ま
す
。
 

国
土
利
用
計
画
法
案
要
網
 

第
一
 

総
則
 

1
 
目
的
（
第
一
条
関
係
）
 

こ
の
法
律
は
、
国
土
利
用
計
画
の
策
 

定
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
定
め
 

る
と
と
も
に
 

土
地
利
用
基
本
計
画
の
 

作
成
、
土
地
取
引
の
規
制
に
関
す
る
措
 

置
そ
の
他
土
地
利
用
を
調
整
す
る
た
め
 

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
総
合
 

的
か
つ
計
画
的
な
国
土
の
利
用
を
図
る
 

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
と
す
る
。
 

2
 
基
本
理
念
（
第
二
条
関
係
）
 

国
土
の
利
用
は
，
国
土
が
現
在
及
び
 

将
来
に
お
け
る
国
民
の
た
め
の
限
ら
 

れ
た
資
源
で
あ
る
と
と
も
に
、
生
活
及
 

び
生
産
を
通
ず
る
諸
活
動
の
共
通
の
基
 

盤
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
か
み
、
公
共
の
 

福
祉
を
優
先
さ
せ
、
自
然
環
境
の
保
全
 

肥
の
主
体
を
こ
の
時
期
の
前
半
に
施
し
 

以
後
は
根
を
切
ら
な
い
よ
う
に
し
て
生
 

育
肥
大
を
盛
ん
に
し
ま
す
。
 

軟
腐
病
は
結
球
初
期
に
防
除
適
期
が
 

あ
り
、
抗
生
物
質
を
含
む
、
薬
剤
で
一
一
 

ー
三
回
防
除
す
る
。
 

目
 
結
球
始
め
か
ら
収
穫
ま
で
 

結
球
充
実
期
は
、
乾
燥
に
注
意
す
 

る
。
極
端
な
乾
燥
は
結
球
が
悪
く
石
灰
 

欠
乏
を
誘
発
し
た
り
、
病
虫
害
が
多
く
 

な
り
ま
す
。
特
に
結
球
内
部
に
害
虫
が
 

喰
入
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
よ
 

・つ。 
ー
大
 
根
ー
 

H
 
土
壊
条
件
 

作
土
の
深
い
沖
積
砂
壌
土
が
適
地
だ
 

が
、
粘
質
土
は
肉
質
徴
密
で
、
ス
入
り
 

が
遅
く
優
品
を
生
産
で
き
ま
す
。
連
作
 

は
土
壌
病
害
や
要
素
欠
乏
が
問
題
に
な
 

つ
て
き
ま
す
。
 

目
 
生
産
前
期
 

播
種
よ
り
一
本
立
ち
ま
で
 

困
 
連
作
地
や
線
虫
の
多
い
ほ
場
は
 

ク
ロ
ー
ル
ピ
ク
リ
ン
で
土
壌
消
毒
を
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

同
 
耕
起
整
地
は
丁
寧
に
行
い
播
種
 

直
後
に
除
草
剤
（
ト
レ
フ
ア
ノ
サ
イ
 

ド
乳
剤
）
の
土
壌
全
面
処
理
を
す
れ
 

ば
、
除
草
労
力
が
軽
減
で
き
ま
す
。
 

の
 
肥
料
は
生
育
中
期
は
肥
効
が
高
 

く
な
る
様
に
施
し
、
早
出
し
は
元
 

肥
重
点
，
追
肥
一
回
。
遅
出
し
は
ニ
ー
 

三
回
の
追
肥
と
し
て
、
 

一
本
立
ち
ま
で
 

に
追
肥
の
大
半
を
終
る
よ
う
に
し
ま
し
 

よ
う
。
 

目
 
間
引
は
生
育
や
品
質
を
揃
え
る
 

を
図
り
つ
つ
、
地
域
の
自
然
的
、
社
会
 

的
、
経
済
的
及
び
文
化
的
条
件
に
配
慮
 

し
て
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
環
境
の
 

確
保
と
国
土
の
均
衝
あ
る
発
展
を
図
る
 

こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
行
う
も
の
と
 

す
る
。
 

3
 
年
次
報
告
（
第
三
条
関
係
）
 

政
府
は
毎
年
、
国
会
に
、
国
土
の
利
 

用
の
現
況
、
国
土
の
利
用
に
関
し
講
じ
 

ら
れ
た
施
策
等
に
関
す
る
報
告
書
を
提
 

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
 

る。 
第
ニ
 

国
土
利
用
計
画
 

1
 
国
土
利
用
計
画
（
第
四
条
関
 

係） 

国
土
利
用
計
画
は
国
土
の
利
用
に
関
 

す
る
全
国
計
画
、
都
道
府
県
計
画
及
び
 

市
町
村
計
画
と
す
る
も
の
と
す
る
．
 

2
 
全
国
計
画
（
第
五
条
及
び
第
六
 

条
関
係
）
 

山
 
内
閣
総
理
大
臣
は
、
国
土
利
用
 

計
画
審
議
会
の
意
見
を
聴
き
、
都
道
府
 

県
知
事
の
意
向
を
反
映
さ
せ
‘
閣
議
の
 

決
定
を
経
て
、
全
国
計
画
を
定
め
る
も
 

の
と
す
る
。
 

②
 
全
国
計
画
以
外
の
国
の
計
画
を
 

基
本
と
す
る
も
の
と
す
る
。
 

3
 
都
道
府
県
計
画
（
第
七
条
関
 

係） 

m
 
都
道
府
県
は
国
土
利
用
計
画
地
 

方
審
議
会
の
意
見
を
聴
き
、
市
町
村
長
 

の
意
向
を
反
映
さ
せ
、
議
会
の
決
議
を
 

経
て
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
に
つ
い
 

て
、
都
道
府
県
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
 

た
め
、
本
葉
七
ー
八
枚
頃
ま
で
に
一
一
 

ー
三
回
行
い
正
常
な
も
の
を
残
し
ま
 

す。 

同
 
生
育
後
期
 

一
本
立
ち
よ
り
収
穫
ま
で
。
 

の
 
乾
燥
は
根
の
肥
大
を
妨
げ
、
質
 

悪
く
、
ア
ミ
入
り
を
生
じ
た
り
病
害
 

虫
が
多
発
し
ま
す
。
 

同
美
濃
早
生
や
、
宮
重
大
根
は
ス
入
 

り
が
早
く
、
急
激
な
肥
大
の
後
水
分
 

や
肥
切
れ
を
起
す
と
、
収
穫
期
が
遅
 

れ
て
、
ス
入
り
が
多
く
な
り
ま
す
。
 

宮
重
総
太
り
で
播
種
後
六
〇
ー
七
O
 

日
で
収
穫
で
き
ま
す
。
 

囚
 
岐
根
は
耕
起
整
地
が
悪
い
と
き
 

播
種
溝
の
直
下
に
未
熟
堆
肥
、
濃
厚
 

肥
料
な
ど
が
あ
る
場
合
、
線
虫
や
土
 

壌
害
虫
の
食
害
に
よ
っ
て
発
生
し
ま
 

す。 町
立
病
院
の
 

工
事
に
つ
い
て
 

町
立
病
院
は
、
い
ま
「
汚
水
排
水
処
 

理
施
設
」
工
事
の
た
め
、
皆
様
方
に
大
 

変
御
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
 

工
事
完
了
ま
で
の
間
、
御
協
力
を
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

尚
、
工
事
は
八
月
中
に
は
終
了
す
る
 

予
定
で
す
。
 

で
き
る
も
の
と
ず
る
。
 

②
 
内
閣
総
理
大
臣
は
、
国
土
利
用
 

計
画
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
都
道
 

府
県
計
，
し
必
要
な
助
言
又
は
勧
 

告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
 

る。 4
 
市
町
村
計
画
（
第
八
条
関
係
）
 

田
市
町
村
は
、
住
民
の
意
向
を
反
映
 

さ
せ
、
議
会
の
決
議
を
経
て
、
当
該
市
 

町
村
の
区
域
に
つ
い
て
、
市
町
村
計
画
 

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
 

る。 ②
 
都
道
府
県
知
事
は
、
国
土
利
用
 

計
画
地
方
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
 

市
町
村
に
対
し
、
市
町
村
計
画
に
関
し
 

必
要
な
助
言
ま
た
は
勧
告
を
す
る
こ
と
 

が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

第
三
 

土
地
利
用
基
本
計
画
等
 

1
 
土
地
利
用
基
本
計
画
（
第
九
条
 

関
係
）
 

m
 
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
 

府
県
の
区
域
に
つ
い
て
、
都
市
地
域
、
 

農
業
地
域
、
森
林
地
域
、
自
然
公
園
地
 

域
、
自
然
保
全
地
域
の
区
分
及
び
土
地
 

利
用
基
本
計
画
を
定
め
る
も
の
と
す
 

る
 。

 ②
 
都
道
府
県
知
事
は
、
土
地
利
用
 

基
本
計
画
を
定
め
る
場
合
に
は
、
国
土
 

利
用
計
画
地
方
審
議
会
の
意
見
を
聴
き
 

市
町
村
長
の
意
向
を
反
映
さ
せ
る
と
と
 

も
に
、
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
受
け
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
 

2
 

土
地
利
用
の
規
制
に
関
す
る
措
 

置
等
（
第
十
条
関
係
）
 

I 

町
を
き
れ
い
に
 

し
ま
し
ょ
●
つ
ガ
 

都
市
美
化
運
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
 

現
在
で
す
が
、
町
の
美
化
を
妨
げ
て
い
 

る
ゴ
ミ
の
中
で
、
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
 

が
多
く
目
に
つ
き
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
専
売
公
社
と
田
川
た
ば
こ
 

販
売
組
合
で
は
、
ス
モ
ー
キ
ン
・
ク
リ
 

ー
ン
 
（
清
潔
に
た
ば
こ
を
吸
い
ま
し
ょ
 

う
。
）
と
い
う
町
民
運
動
を
行
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

商
店
街
に
灰
皿
を
寄
贈
し
た
り
、
ポ
 

ケ
ッ
ト
吸
い
が
ら
入
れ
の
配
布
等
を
行
 

な
い
、
町
内
の
販
売
店
に
は
店
頭
ポ
ス
 

タ
ー
を
は
じ
め
空
包
か
入
、
灰
皿
の
準
 

備
を
し
た
り
し
な
が
ら
少
し
で
も
赤
池
 

の
町
が
汚
れ
な
い
よ
う
努
力
い
た
し
て
 

お
り
ま
す
。
 

赤
池
町
の
美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
 

「
た
ば
こ
の
投
げ
捨
を
や
め
」
清
潔
な
 

住
み
よ
い
赤
池
町
に
す
る
た
め
町
民
の
 

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
を
、
自
然
 

を
美
し
く
す
る
運
動
に
ご
参
加
を
お
願
 

い
い
た
し
ま
す
．
 

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
は
、
土
地
 

利
用
基
本
計
画
に
即
し
て
適
正
か
つ
合
 

理
的
な
土
地
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
 

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
別
 

に
法
律
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
公
 

害
の
防
止
、
自
然
環
境
及
び
、
農
林
地
 

の
保
全
、
歴
史
的
風
土
の
保
存
、
治
山
 

治
水
等
に
配
意
し
つ
つ
．
土
地
利
用
の
 

規
制
に
関
す
る
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
 

講
ず
る
も
の
と
す
る
。
 

3
 
土
地
取
引
の
規
制
に
関
す
る
措
 

置
（
第
十
一
条
関
係
）
 

土
地
の
投
機
的
取
引
及
び
地
価
の
高
 

騰
が
国
民
生
活
に
及
ぼ
す
弊
害
を
除
去
 

し
、
か
つ
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
 

用
の
確
保
を
図
る
た
め
、
全
国
に
わ
た
 

り
土
地
取
引
の
規
制
に
関
す
る
措
置
の
 

強
化
が
図
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
し
、
そ
 

の
緊
急
性
に
か
ん
が
み
、
こ
の
法
律
で
 

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
土
地
取
引
の
 

規
制
に
関
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
も
 

の
と
す
る
。
 

（
こ
の
後
法
案
は
次
号
に
連
載
い
た
 

し
ま
す
。
）
 

一

 

郵
便
局
よ
り
お
願
い
 

一
、
郵
便
番
号
は
正
確
に
 

二
、
る
す
で
も
安
全
な
郵
便
受
箱
を
 

三
、
転
入
、
転
出
し
た
ら
転
居
届
を
 

四
、
犬
は
か
な
ら
ず
っ
な
い
で
く
だ
さ
 

い。 

赤
池
郵
便
局
 

中
級
、
初
級
警
察
事
務
 

職
員
及
び
交
通
巡
視
員
 

の
募
集
案
内
 

m
募
集
人
員
 

中
級
警
察
事
務
職
 
男
子
 
約
 10 

名
 

初
級
警
察
事
務
職
 
男
子
 
約
2
名
 

女
子
 
約
 14 

名
 

交
通
巡
視
員
 

女
子
 
約
 40 

名
 

※
 
初
級
警
察
事
務
職
（
女
子
）
 

福
岡
地
区
 

10 

名
 

北
九
州
地
区
 

4
名
 

②
受
験
申
込
受
付
期
間
 

9
月
2
日
2
9
月
 26 

日
ま
で
 

郵
送
の
場
合
は
、
9
月
 26 

日
ま
で
の
消
 

印
が
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。
 

⑧
試
験
実
施
日
予
定
 

第
一
次
試
験
 
10 

月
 13 

日
（
日
）
 

第
二
次
試
験
 

未
定
 

最
終
合
格
発
表
 
未
定
 

④
受
験
資
格
 

⑥
中
級
警
察
事
務
職
（
男
子
）
 

昭
和
 20 

年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
 30 

年
 

4
月
ー
日
ま
で
に
生
れ
た
者
 

⑥
初
級
警
察
事
務
職
（
男
女
）
 

昭
和
 22 

年
4
月
ー
日
か
ら
昭
和
 32 

年
 

4
月
ー
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
 

⑥
交
通
巡
視
員
（
女
子
）
 

昭
和
 23 

年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
 32 

年
 

4
月
ー
日
ま
で
に
生
れ
た
者
 

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
田
川
警
察
署
 

人
事
課
へ
お
間
い
合
せ
下
さ
い
。
 



 (4)ー 

囲
面
」
隣
ア
 

台
風
期
の
災
害
防
止
 

け
 

、
 

福
岡
管
区
気
象
台
が
発
表
し
た
長
期
 

し
 

予
報
に
よ
れ
ぼ
、
本
年
の
台
風
の
発
生
 

か
 

数
は
二
十
八
個
ぐ
ら
い
で
．
九
州
本
土
 

に
上
陸
、
又
は
影
響
す
る
台
風
は
ニ
ー
 

あ
 

三
個
ぐ
ら
い
の
見
込
み
で
、
し
た
が
っ
 

報
 

て
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
む
か
え
る
に
あ
 

た
り
、
台
風
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
 

広
 

た
め
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
注
意
し
 

て
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
よ
う
に
し
 

ま
し
ょ
・
つ
。
 

田
 
台
風
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
 

に
は
平
素
か
ら
の
心
構
え
と
準
備
が
必
 

要
で
す
。
 

田
 
家
ゃ
へ
い
な
ど
は
、
雨
や
風
で
 

こ
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
補
強
し
 

て
お
い
て
下
さ
い
。
 

同
 
下
水
や
側
溝
の
水
は
け
を
よ
く
 

し
て
お
い
て
下
さ
い
。
 

一 

凶
 
台
風
情
報
に
注
意
し
、
停
電
や
 

避
難
に
備
え
て
懐
中
電
灯
、
ト
ラ
ン
ジ
 

ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
、
貴
重
品
非
常
食
糧
な
 

ど
の
必
要
な
品
物
を
早
め
に
準
備
し
て
 

お
い
て
下
さ
い
。
 

目
 
山
（
が
け
）
く
ず
れ
な
ど
に
よ
 

っ
て
、
家
屋
に
被
害
を
受
け
る
お
そ
れ
 

の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
事
前
に
役
場
、
 

消
防
署
（
団
）
、
警
察
署
（
派
出
所
）
 

な
ど
と
連
絡
を
と
っ
て
、
避
難
先
、
避
 

難
の
道
順
を
確
か
め
て
お
い
て
下
さ
 

い。 ②
 
台
風
が
近
づ
い
た
と
き
は
、
テ
 

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
発
表
さ
れ
る
台
風
情
 

報
を
よ
く
聞
き
、
早
め
に
戸
締
り
、
火
 

の
も
と
、
ガ
ス
の
元
栓
、
電
気
の
ス
イ
 

ッ
チ
な
ど
の
確
認
や
避
難
準
備
を
す
 

る。 ⑧
 
危
険
が
迫
っ
た
ら
早
め
に
避
難
 

す
る
。
避
難
す
る
と
き
は
、
役
場
、
消
 

防
署
（
団
）
、
警
察
な
ど
の
責
任
誘
導
 

者
の
指
示
に
従
っ
て
下
さ
い
。
 

．
備
え
あ
れ
ば
、
う
れ
い
な
し
‘
 

昭
和
四
＋
九
年
度
母
子
 

福
祉
会
役
員
改
選
さ
れ
る
 

会
 
長
 

松
葉
モ
モ
エ
 

副
会
長
 

守
田
モ
モ
エ
 

ル 

縄
田
キ
ク
エ
 

会
 
計
 

定
宗
ハ
ル
子
 

監
 
査
 

秦
 

ウ
メ
 

ク
 

太
出
 
早
子
 

理 書 

事 記 
一
区
 

一一区 
一一区 

111
区
 

四
区
 

五
区
 

"

 

」ハ区 

七
区
 

八
区
 

"

 

九
区
 

十
区
 

が
 

十
一
区
 

＋
二
区
 

十
三
区
 

十
四
区
 

十
五
区
 

十
六
区
 

十
七
区
 

伏
原
団
地
 

板
屋
団
地
 

森
 
千
代
子
 

長
尾
ツ
ル
ェ
 

水
崎
ト
モ
エ
 

皆
川
フ
ジ
子
 

河
村
モ
モ
エ
 

太
田
 
早
子
 

永
井
タ
ツ
エ
 

丸
山
ナ
ツ
ョ
 

梶
原
 
朝
代
 

梶
原
 
朝
代
 

白
川
タ
ニ
工
 

梶
原
 
リ
エ
 

藤
井
フ
サ
ェ
 

浜
口
キ
ョ
子
 

佐
藤
ス
ギ
ェ
 

石
見
 
初
子
 

石
見
 
初
子
 

上
野
チ
ョ
子
 

近
藤
チ
ェ
子
 

秦
 

ウ
メ
 

木
本
ハ
ツ
ェ
 

池
田
シ
ゲ
子
 

油
布
ミ
ド
リ
 

兼
光
ァ
ヤ
子
 

中
園
ァ
キ
ェ
 

谷
 

ョ
シ
エ
 

な
お
、
理
事
の
区
は
、
母
子
福
祉
会
 

の
地
域
範
囲
で
き
め
た
も
の
で
す
。
 

ま
た
、
昭
和
三
十
四
年
度
よ
り
四
十
 

八
年
度
ま
で
、
母
子
福
祉
会
の
会
長
と
 

し
て
長
い
間
、
藤
重
マ
サ
さ
ん
が
務
め
 

て
い
た
だ
き
、
会
員
一
同
深
く
感
謝
の
 

意
を
表
し
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
 

ざ
い
ま
し
た
。
 

公
民
館
よ
り
お
知
ら
せ
 

町
公
民
館
で
は
町
民
の
情
操
の
陶
治
 

と
家
庭
生
活
の
向
上
の
た
め
に
各
教
室
 

を
毎
月
つ
ぎ
の
よ
う
に
開
き
ま
す
の
で
 

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
に
参
加
し
て
下
さ
 

ー
地
区
生
花
教
室
ー
 

▼
と
野
地
区
 

上
野
保
育
所
会
場
 

毎
月
第
一
第
三
水
曜
日
 

午
後
七
時
ー
八
時
三
十
分
 

講
師
 
高
盛
先
生
 

山
崎
公
民
館
会
場
 

毎
月
第
二
第
四
月
曜
日
 

講
師
 
高
盛
先
生
 

▼
市
場
地
区
 

草
場
公
民
館
会
場
 

毎
月
第
一
第
三
水
曜
日
 

午
後
七
時
ー
八
時
三
十
分
 

講
師
 
光
永
先
生
 

七
区
公
民
館
会
場
 

毎
月
第
二
第
四
火
曜
日
 

午
後
七
時
ー
八
時
三
十
分
 

講
師
 
光
永
先
生
 

▼
中
尾
地
区
 

中
尾
生
活
館
会
場
 

毎
月
第
一
第
三
木
曜
日
 

午
後
七
時
ー
午
後
八
時
三
十
分
 

講
師
 
光
永
先
生
 

ー
中
央
教
室
・
生
花
教
室
ー
 

毎
週
木
曜
日
午
後
 

七
時
ー
八
時
三
十
分
 

講
師
 
井
ノ
口
先
生
 

ー
料
理
教
室
ー
 

毎
月
第
一
第
三
水
曜
日
 

午
後
一
時
三
十
分
ー
「
蒔
三
十
分
 

講
師
 
長
谷
川
先
生
 

ー
茶
道
教
室
ー
 

毎
週
木
曜
日
 

午
後
七
時
ー
八
時
三
十
分
 

講
師
 
菊
谷
先
生
 

中
央
教
室
の
会
場
は
い
ず
れ
も
町
民
 

会
館
で
す
。
 

④
受
講
料
は
無
料
で
す
。
 

⑧
材
料
費
は
受
講
者
の
負
担
で
す
。
 

尚
、
わ
か
ら
な
い
点
は
公
民
館
へ
お
 

問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

線
路
や
踏
切
で
の
悲
し
い
 

事
故
を
防
ぎ
ま
し
よ
う
／
 

踏
切
事
故
は
必
ず
あ
な
た
の
命
を
奪
 

い
ま
す
。
車
を
運
転
さ
れ
る
方
は
法
律
 

を
守
り
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
よ
う
。
 

踏
切
道
や
沿
線
道
が
通
学
路
と
な
っ
 

て
い
る
学
童
の
か
わ
い
い
生
命
を
守
る
 

た
め
に
も
充
分
注
意
し
て
下
さ
い
。
 

皆
さ
ん
の
ち
よ
っ
と
の
気
持
が
事
故
 

を
防
ぐ
の
で
す
。
列
車
は
す
ぐ
に
止
り
 

ま
せ
ん
。
警
笛
、
信
号
、
し
ゃ
断
機
に
 

は
特
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。
 

事
故
の
な
い
楽
し
い
、
明
る
い
よ
い
 

町
に
し
ま
し
ょ
う
。
住
民
の
皆
様
の
ご
 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 


